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１１..ＮＧＮサービスの出現ＮＧＮサービスの出現

ＮＴＴＮＴＴ

ＢフレッツＢフレッツ

ＮＧＮで実現するサービスは、ユーザメリットがあるため、
競争を促進し、普及のための環境作りが必要

ＮＧＮで実現するサービスは、ユーザメリットがあるため、ＮＧＮで実現するサービスは、ユーザメリットがあるため、
競争を促進し、普及のための環境作りが必要競争を促進し、普及のための環境作りが必要

ｺﾝﾃﾝﾂｺﾝﾃﾝﾂ

配信（配信（NTT)NTT)

ＮＴＴＮＴＴ

ＮＧＮＮＧＮ

・IP電話の品質が不安定
・ハイビジョン動画が安定して見られない
・セキュリティが心配

・・IPIP電話の品質が不安定電話の品質が不安定
・ハイビジョン動画が安定して見られない・ハイビジョン動画が安定して見られない
・セキュリティが心配・セキュリティが心配

・IP電話が安定して使える
・ハイビジョン動画が安定して見られる
・高セキュリティ

・・IPIP電話が安定して使える電話が安定して使える
・ハイビジョン動画が安定して見られる・ハイビジョン動画が安定して見られる
・高セキュリティ・高セキュリティ

ＩＳＰＩＳＰＩＳＰＩＳＰＩＳＰＩＳＰＩＳＰＩＳＰＩＳＰ
ＩＳＰＩＳＰＩＳＰ

ｺﾝﾃﾝﾂｺﾝﾃﾝﾂ

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ
ＩＳＰＩＳＰＩＳＰ
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２２..ＮＧＮの市場に対する影響ＮＧＮの市場に対する影響

ＮＧＮは、将来的にさまざまなネットワークを統合するものであり、
通信市場の構造が大きく変換し、他事業者に多大な影響を及ぼす
ＮＧＮは、将来的にさまざまなネットワークを統合するものであり、ＮＧＮは、将来的にさまざまなネットワークを統合するものであり、
通信通信市場市場のの構造が大きく変換構造が大きく変換し、他事業者に多大な影響を及ぼすし、他事業者に多大な影響を及ぼす

長期的な展開を見据えて、接続ルールを検討すべき長期的な展開長期的な展開を見据えて、接続ルールを検討すべきを見据えて、接続ルールを検討すべき

今までのネットワーク今までのネットワーク

電
話
電
話

放
送
放
送

インターネットインターネット

ＮＧＮＮＧＮ((統合ネットワーク統合ネットワーク))

インターネットインターネット
ＮＴＴＮＴＴ

放
送
放
送

電
話
電
話インターネットインターネット

アクセスアクセス

インターネットインターネット
接続接続

ＮＧＮＮＧＮ
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３３..論点と当社の考え方論点と当社の考え方

論点１. 指定電気通信設備の範囲論点１論点１.. 指定電気通信設備の範囲指定電気通信設備の範囲

論点２．アンバンドルすべき機能論点２．アンバンドルすべき機能論点２．アンバンドルすべき機能

論点３．接続料金の設定論点３．接続料金の設定論点３．接続料金の設定

論点４．固定通信と移動通信の融合論点４．固定通信と移動通信の融合論点４．固定通信と移動通信の融合

論点５．ＢＴにおける取組み論点５．ＢＴにおける取組み論点５．ＢＴにおける取組み
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論点１論点１..指定電気通信設備の範囲指定電気通信設備の範囲

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾗﾀﾑﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄｽﾄﾗﾀﾑ

置
換
置
換

ｻｰﾋﾞｽｽﾄﾗﾀﾑｻｰﾋﾞｽｽﾄﾗﾀﾑｻｰﾋﾞｽｽﾄﾗﾀﾑ

インターネットインターネット

Ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ

ＩＳＰＩＳＰ

指
定
電
気
通
信
設
備
の
範
囲

指
定
電
気
通
信
設
備
の
範
囲

置
換
置
換

回線交換網回線交換網

中継交換機中継交換機

加入者交換機加入者交換機

指
定
電
気
通
信
設
備
の
範
囲

指
定
電
気
通
信
設
備
の
範
囲

PSTNPSTN
NTTNTT NGNNGN

ＮＧＮは、第１種指定電気通信設備とすべきＮＧＮはＮＧＮは、第１種、第１種指定電気通信設備とすべき指定電気通信設備とすべき

・現在、指定化されている設備に相当する設備は、ＮＧＮでも引き続き規制すべき

・現存のひかり電話ルータについても指定電気通信設備とすべき

・・現在、指定化されている設備現在、指定化されている設備に相当する設備に相当する設備は、ＮＧＮでも引き続き規制すべきは、ＮＧＮでも引き続き規制すべき

・現存のひかり電話ルータについても指定電気通信設備とすべき・現存のひかり電話ルータについても指定電気通信設備とすべき

ＯＬＴＯＬＴ ＤＳＬＡＭＤＳＬＡＭ※※

地域ＩＰ網地域ＩＰ網

ルータルータ

※※DSLAMDSLAMは、現在指定化されていないは、現在指定化されていない
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論点２論点２..アンバンドルアンバンドルすべき機能すべき機能

ＳＮＩＳＮＩ//ＵＮＩＵＮＩ

ＮＮＩＮＮＩ

ＵＮＩＵＮＩ

今回提供されるサービスは、アンバンドルして事業者に提供すべき今回提供されるサービスは、アンバンドルして事業者に提供すべき今回提供されるサービスは、アンバンドルして事業者に提供すべき

ＮＴＴ
ＮＧＮ
ＮＴＴＮＴＴ
ＮＧＮＮＧＮ

【【アンバンドルして提供すべき機能アンバンドルして提供すべき機能】】

インターインター
フェースフェース

機能機能

NNINNI

インタラクティブ（ユニキャスト）通信機能インタラクティブ（ユニキャスト）通信機能

ＬＡＮ型通信機能（イーサ通信機能）ＬＡＮ型通信機能（イーサ通信機能）

ＩＳＰ接続機能ＩＳＰ接続機能

ＩＧＳ接続機能ＩＧＳ接続機能

SNISNI
マルチキャスト通信機能マルチキャスト通信機能

インタラクティブ（ユニキャスト）通信機能インタラクティブ（ユニキャスト）通信機能
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他事業者
接続用ルータ

他事業者他事業者
接続用ルータ接続用ルータ 収容ルータ収容ルータ収容ルータ網終端装置網終端装置網終端装置

中継ルータ中継ルータ中継ルータ

収容ルータ収容ルータ収容ルータ

ＯＬＴＯＬＴ

局内ＳＰ局内ＳＰ

局外ＳＰ局外ＳＰ

接続事業者接続事業者
のお客様のお客様

44分岐分岐

88分岐分岐

収容局収容局

11分岐単位での加入ＤＦのアンバンドル分岐単位での加入ＤＦのアンバンドル

前項の機能に加え、1分岐単位でのアンバンドル機能を設定すべき前項の機能に加え、前項の機能に加え、11分岐単位でのアンバンドル機能を設定すべき分岐単位でのアンバンドル機能を設定すべき

ＮＮＩＮＮＩ ＵＮＩＵＮＩ//ＳＮＩＳＮＩ

ＮＮＩの新たな接続点ＮＮＩの新たな接続点ＮＮＩの新たな接続点

接続事業者ＮＷ接続事業者ＮＷ

・このアンバンドルの実現により

ＦＴＴＨの設備利用の効率化を促進

・低廉な料金の設定も必要

・このアンバンドルの実現により・このアンバンドルの実現により

ＦＴＴＨの設備利用の効率化を促進ＦＴＴＨの設備利用の効率化を促進

・低廉な料金の設定も必要・低廉な料金の設定も必要
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ＮＧＮによるＮＴＴのシェア拡大ＮＧＮによるＮＴＴのシェア拡大

ＮＧＮの導入に伴なって、NTTの市場支配力が拡大する懸念ＮＧＮの導入に伴なって、ＮＧＮの導入に伴なって、NTTNTTの市場支配力が拡大する懸念の市場支配力が拡大する懸念

【【ブロードバンドﾞ契約数推移ブロードバンドﾞ契約数推移】】

37%
38% 39% 38% 38%

58% 58%
63%

69% 70%

0%

10%

20%
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40%

50%

60%

70%

80%

2004.3 2005.3 2006.3 2007.3 2007.6

【【NTTNTTシェア推移シェア推移】】

FTTH

NTTｼｪｱ

FTTHFTTH

NTTNTTｼｪｱｼｪｱ

DSL
NTTｼｪｱ

DSLDSL
NTTNTTｼｪｱｼｪｱ

ＡＤＳＬと比較して

極めて高い水準で推移

ＡＤＳＬと比較してＡＤＳＬと比較して

極めて高い水準で推移極めて高い水準で推移

145.2

289.7

545.8

880.4
966.3

1,120

1,368
1,452

1,401 1,379
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FTTHFTTH契約数契約数
966.2966.2万万

DSLDSL契約数契約数
13791379万万

（単位：万回線）（単位：万回線）
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ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 機能名機能名 接続料金（ＮＴＴの考え方）接続料金（ＮＴＴの考え方） eAeAの考え方の考え方

インタラクティブインタラクティブ

（ユニキャスト）通信機能（ユニキャスト）通信機能

・ビル＆キープ・ビル＆キープ※※

・装置は事業者が個別負担・装置は事業者が個別負担

設定設定しないしない

設定設定しないしない

現行の接続料金と同じ現行の接続料金と同じ

インタラクティブインタラクティブ

（ユニキャスト）通信機能（ユニキャスト）通信機能

・ビル＆キープ・ビル＆キープ※※

・装置は事業者が個別負担・装置は事業者が個別負担

・接続料金は設定すべき・接続料金は設定すべき

・装置については応分負担・装置については応分負担

マルチキャスト通信機能マルチキャスト通信機能 別途公表別途公表

ＳＮＩＳＮＩ

・接続料金は設定すべき・接続料金は設定すべき

（スタックテストの実施の観点でも（スタックテストの実施の観点でも
必要）必要）

・装置については応分負担・装置については応分負担

ＬＡＮ型通信機能ＬＡＮ型通信機能

（イーサ通信機能）（イーサ通信機能）

・（小売－営業費）を下回る料金・（小売－営業費）を下回る料金

・接続事業者の料金設定を認め・接続事業者の料金設定を認め
るべきるべき

ＩＳＰ接続機能ＩＳＰ接続機能
・（小売－営業費）を下回る料金・（小売－営業費）を下回る料金

・ＩＳＰ・ＩＳＰのの料金設定を認めるべき料金設定を認めるべき

ＩＧＳ接続機能ＩＧＳ接続機能

ＮＮＩＮＮＩ

接続料金は提供される全てのアンバンドル機能に対して設定すべき接続料金は提供される全てのアンバンドル接続料金は提供される全てのアンバンドル機能に対して設定すべき機能に対して設定すべき

論点３論点３..接続料金接続料金の設定の設定

（（※※接続料金を設定した上で、ビル＆キープの考え方の余地はあっても良い）接続料金を設定した上で、ビル＆キープの考え方の余地はあっても良い）

適正に料金設定をし、低廉であるべき適正適正にに料金設定料金設定をし、低廉であるべきをし、低廉であるべき
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論点４論点４..固定通信と移動通信の融合固定通信と移動通信の融合

ＮＴＴ東西とＮＴＴドコモの統合ネットワークの構築は認めるべきでないＮＴＴ東西とＮＴＴドコモの統合ネットワークの構築は認めるべきでないＮＴＴ東西とＮＴＴドコモの統合ネットワークの構築は認めるべきでない

【【ＮＴＴ東西とドコモがＦＭＣサービスを行う場合にはＮＴＴ東西とドコモがＦＭＣサービスを行う場合には】】

携帯事業者ＮＷ携帯事業者ＮＷ

イー・モバイルイー・モバイルイー・モバイル

auauau

ソフトバンクモバイルソフトバンクモバイルソフトバンクモバイル

ＮＧＮＮＧＮ

NTT東日本NTTNTT東日本東日本

NTT西日本NTTNTT西日本西日本

NTTドコモNTTNTTドコモドコモ

■ＮＴＴドコモと他事業者への提供条件は、同等性を確保すべき
・同じサービス開始時期 ・同じ料金
・同じ情報開示 ・同じ手続き

■ＮＴＴドコモと他事業者への提供条件は、同等性を確保すべき■ＮＴＴドコモと他事業者への提供条件は、同等性を確保すべき
・同じサービス開始時期・同じサービス開始時期 ・同じ料金・同じ料金
・同じ情報開示・同じ情報開示 ・同じ手続き・同じ手続き

■共同営業の禁止■共同営業の禁止■共同営業の禁止
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論点５論点５..ＢＴにおける取組みＢＴにおける取組み

■■ ＢＴのＵｎｄｅｒｔａｋｉｎｇｓ（公約）の主な内容ＢＴのＵｎｄｅｒｔａｋｉｎｇｓ（公約）の主な内容

１．１． 「ＢＴ「ＢＴ Ｗｈｏｌｅｓａｌｅ」Ｗｈｏｌｅｓａｌｅ」から、「Ｏｐｅｎから、「Ｏｐｅｎ Ｒｅａｃｈ」を組織分割（２００６／１～）Ｒｅａｃｈ」を組織分割（２００６／１～）

「Ｏｐｅｎ「Ｏｐｅｎ Ｒｅａｃｈ」Ｒｅａｃｈ」 ⇒ＢＴ内部にアクセス網とバックホール網の物理層に関する資産⇒ＢＴ内部にアクセス網とバックホール網の物理層に関する資産

を管理運用する部門を管理運用する部門

２．２． 「投入の同等性」の確保「投入の同等性」の確保

ＢＴＢＴ Ｒｅｔａｉｌ（小売）と他の事業者の間で、「同一の卸売商品が同一の条件によってＲｅｔａｉｌ（小売）と他の事業者の間で、「同一の卸売商品が同一の条件によって
提供されること」を保証提供されること」を保証

３．ＮＧＮの設計・構築に対して競争事業者の不利にならない、また卸売商品が利用可能に３．ＮＧＮの設計・構築に対して競争事業者の不利にならない、また卸売商品が利用可能に
なるまで、サービスを提供しないなるまで、サービスを提供しない

BTの取組は、NGNの接続ルールを検討する上で参考にすべきBTBTの取組は、の取組は、NGNNGNの接続ルールを検討する上で参考にすべきの接続ルールを検討する上で参考にすべき

■■ BTBTの新組織の新組織

OpenOpen ReachReach

BTBT RetailRetail

BTBT WholesaleWholesale
BTSBTS

■ ポイント

・「投入の同等性」によるＢＴと他の事業者の
間での同等性の確保

・ＮＧＮサービスについて他の事業者に対す
る公平性の確保

■■ ポイントポイント

・「投入の同等性」によるＢＴと他の事業者の・「投入の同等性」によるＢＴと他の事業者の
間での同等性の確保間での同等性の確保

・ＮＧＮサービスについて他の事業者に対す・ＮＧＮサービスについて他の事業者に対す
る公平性の確保る公平性の確保
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まとめまとめ

論点１. 指定電気通信設備の範囲論点１論点１.. 指定電気通信設備の範囲指定電気通信設備の範囲

論点２．アンバンドルすべき機能論点２．アンバンドルすべき機能論点２．アンバンドルすべき機能

論点３．接続料金の設定論点３．接続料金の設定論点３．接続料金の設定

論点５．ＢＴにおける取組み論点５．ＢＴにおける取組論点５．ＢＴにおける取組 みみ

⇒ＮＧＮは、第１種指定電気通信設備とすべ⇒ＮＧＮは、第１種指定電気通信設備とすべ きき

⇒１分岐単位での加入ＤＦのアンバンド⇒１分岐単位での加入ＤＦのアンバンド ルの推進ルの推進

⇒適正な接続料金を設定し、低廉であるべき⇒適正な接続料金を設定し、低廉であるべき

⇒ＮＴＴグループにおけるネットワークの統合は⇒ＮＴＴグループにおけるネットワークの統合は､､非適切非適切

論点４．固定通信と移動通信の融合論点４．固定通信と移動通信の融合論点４．固定通信と移動通信の融合

⇒ＮＴＴ東西とドコモの統合ネットワークの構築は⇒ＮＴＴ東西とドコモの統合ネットワークの構築は､､禁止禁止

⇒ＢＴにおける取組みを接続ルールの検討の参考にすべき⇒ＢＴにおける取組みを接続ルールの検討の参考にすべき


